
198　住　居 〔(社)日本家政学会

E.住　居　５月28日（土）第２会場　午後3:00～5:30

E 1個室における収納計醤　その３　収納状況に影響を与える要因

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日女大家政　沖田富美子

（目的）　個室における収納空間計圖の基礎資料を得ることを目的とし、これまで収納ス

ペースの現状－その1 －、衣類の所有状況とその収納実憲一その2 －t:ついて報告した。

その結果、所有衣類が自室にある収納スペースに収納されずに置かれている（あふれてい

る状況）、また他室に収納されている( ≪室にあふれている）という収納状況のものが多

かった。本欄では、これらの収納状況を生みたす要因を見いだすことに焦点をあてる。

（調査対象・方法）その１、２と同様である。

( 結果）1　自室にあふれているものとあふれていないものとの比較：あふれているもの

の方が衣類収納家具の個数、容積ともに少ない。しかし部屋面積はあふれているものの方

が広い。２　他室に衣類があふれているものとあふれていないものの比較：他室にあふれ

ているものの方が、衣類収納家具の所有個数が多い。しかしその容積は小さいにもかかわ

らず、所有衣類品目数は多くなっている。３　部屋面積の大小による比較：部屋の面積が

広いほど自室にあふれているものの割合が多くなる. 4　衣類収納家具の個数及び容積：

個数が多いほど、また容積が大きいほど他室あふれているもの、自室に衣類があふれてい

るものの割合は減少する。5　押入の有無：押入が自室にあるものの方が他室にあふれて

いるもの、自室にあふれているものの割合はともに少ない。６　衣類の所有品目数の多少

：衣類の所有品目数が多いほど、自室にあふれているもの、他室にあふれているものの割

合が多いとは限らない。７　衣類収納に対する考え方：不用な衣類を処分しながら収納し

ているとするものに、自室にあふれているものの割合及び所有品目数が多くなっている。

E 2
衣類の収納に関する研究（その1)

　　衣類の収納のしかたの分析

　　　　　　　　大阪樟蔭女大　○本田　節　大阪樟蔭女大

　　　　　　　　大阪市大生活科学　中根芳一　三重大教育

一棟宏子

中島喜代子

　目的；　本研究i±.収納スペ―スの中でもとくに大きなスペ―スを占めて. 居住者の不満か高い

衣類の収納をとりあげ，その収納のしかたを分析することにより,望ましい衣類の収納スペ―スの

ありかたについて考察することを目的としている．

　方法；　大阪府茨木市内にある女子短期大学家政系の学生296人を対象に, 1987年5 月～７月の

聞に自宅平面図作成課題とともに自宅におけるモノの収納状況について合計8 IBにわたる調査を実

施した．分析対象には記入不備を除外したうえでく自宅通学生で住戸規模が40㎡～200 ㎡の専用住

宅に居住している学生〉という条件で215件を選出した．この報告はその調査結果の一部である．

　調査結果および考察；　①対象世帯の家族構成は４～５人の核家族か中心である．世帯主の職業

は，自営業が２割程含まれているが，大半は管理職，事務■教育職，技能・労務職などのサラ') ー

マンである．主婦の就業率は４割であったが，このうちパー－トタイムか1S%を占めていた．住戸規

模は世帯当たり平均96.0nfであった. ②寝室は夫婦の９割が共用寝室，子供は７割が個室であった

③家族全体でみると, 各家族か自分の衣類を別々に収納している世帯はわずかであり，大半の世帯

では季節外衣類や古着など何らかの衣類を共同で収納している･. ④個人別に衣類の収納場所をみる

と，自室にのみ収納しているケースは少なく２割前後にすぎない．大半は自室と他の部屋に分散し

て収納しているが，とくに主婦の衣類については所有量が多いためか. 収納場所が最も分散してい

る. R逆に自室に他の家族の衣類が収納されている場合も多く, 5～6 割程度にのぽっている　⑤

寝室以外の衣類の収納場所として，予備室，納戸など収納専用スペースか多く利用されているが，

世帯の住宅条件によっては居間や客間にも収納されており，収納のしかたは多様である．


